
 

 

 

 

 

 

 

 

子供の成長に胸を熱くした 1 年 
校 長  関根 幸男 

 真っ先に咲く梅に続いて杏や桃、李が花開き、桜が暖かい春を彩る楽しみな季節がやって

きます。 

 「桃
とう

李
り

もの言わざれども下
した

自
おのずか

ら蹊
みち

を成
な

す」という中国の言葉があります。桃や李は何も言

わないが、その花の美しさや果実に引かれて人が集まり、自然と木の下に道ができます。同

じように、徳ある人のもとには、自然と人々が寄ってくるという意味です。大切にしていき

たい言葉です。 

  

今年度も、早一年が経とうとしています。一人一人の子供が、それぞれの歩みで、成長の

足跡を残しました。 

入学間もない 1 年生。親御さんに手を引かれながら登校。時には泣きながら。時には校門

前で立ち止まり。時には上級生に励まされながら。こうしたことを何日も繰り返しながら、

いつしか、一人で、笑顔で、登校。「おはようございます」の挨拶までするように。 

外国語活動の授業を通して、いきいきとコミュニケーションを図る児童の育成を目指しま

した。どの学年も、夢中になって、少し興奮気味に、活動していました。教師と子供たちが

一体となって創り上げている授業。まさしく、いきいきとコミュニケーションを図る子供た

ちの姿と授業を楽しんでいる教師の姿がありました。 

５・６年生の移動教室、運動会、全校遠足、学芸発表会、６年生を送る会・・・。 

こうした子供たちの確かな成長の姿に、胸が熱くなる 1 年でした。 

  

「水辺の馬」という西洋のことわざについて先輩の校長先生から教わりました。一般的に

は、馬を水辺まで導くことはできるが、無理に水を飲ませることはできないということから、

本人の気が進まないのに、周囲の人が無理にさせようとしても無駄であるという意味で使わ

れています。その先輩は、「意志が大切である。それならば、飲みたいという状況や条件を作

ればよい。そうすれば水辺に連れて行くだけで自ら水を飲むと考えるようにしている。そし

て、私たち教員の役割もそこにあると思っている」と教えてくださいました。子供たち一人

一人の確かな成長のために、これからも、学びたい、分かりたい、できるようになりたいと

思えるような教育活動を工夫してまいります。 

 

今年度、皆様のご支援・ご協力のおかげで、充実した 1 年とすることができました。あり

がとうございました。引き続き、令和 2 年度もよろしくお願いします。 
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秋の陽だより 
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TEL 3976－6331 
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校 長  関根 幸男  



６年生を送る会 各学年から歌やダンス、クイズの出し物があり、6年生から
は合奏とプレゼントがありました。
今まで下級生をリードしてきてくれた6年生に感謝の気持ち

を伝えることができた、あたたかい時間となりました。
担当 新根 裕美

６年生の思いを引き継いで、すてきな秋の陽小
にしていきます！

ありがとう！

今年も6年生の伴奏による全校児童の元気な「収穫祭の歌」で収穫祭
が始まりました。
第１部では、各学年がそれぞれ、これまでに育ててきた野菜や米の収

穫について発表しました。クイズ形式だったり、歌や演技があったりと
それぞれ1年間の活動が集約され、すてきな発表となりました。
第２部では、地域の方々による餅つきのデモンストレーションにつづ

いて、５年生が育てたお米で餅つきを体験し、みたらし餡でいただきま
した。
前日からご準備いただいた地域の方々、お手伝いいただいた保護者の

皆様に感謝申し上げます。
担当 大野佐知子

収穫祭

おいしい！

おもちを力いっぱいつきました
育てた野菜について、みんなで発表しました



4年生から6年生までが一緒になったチー
ムを作って、活動しています。１学期はミニ
ゲームを通して基本的な動きができるように
練習を重ねていました。未経験の４年生も上
級生のアドバイスを生かして試合ができるま
でに上達しました。上級生は速く長い、本格
的なラリーで試合を白熱させています。

担当 新根 裕美 藤田 裕也

１年生より

仲間が増える『１年生を迎える会』や、各ク
ラスの工夫溢れるお店が並ぶ『秋の陽まつり』
などの準備や司会進行等、子供たちが一体と
なって行う行事の、大切な役割を担います。先
日行った『ユニセフ募金』では、皆さんにたく
さんご協力いただき、ありがとうございました。

担当 新根 裕美 佐藤 麻奈美 羽地 七子

代表委員会卓球クラブ

２月19日（火）に、光が丘さくら幼稚園の園児を招いて交流会を開きました。体育館で顔合わ
せを行い、じゃんけん列車や大縄をして遊びました。教室では、園児にランドセルを背負う体験
をさせたり、学校の紹介をしたりして、優しく接することができました。一年間の成長が感じら
れ、嬉しく思いました。

担当 牧野 裕子 羽地 七子

ラリーが長く続くようになった！
練習の成果！

準備・片付けや審判も
協力してやっています！

ご協力よろしくお願いします。

秋の陽小学校へ
ようこそ！

一緒に遊んで、
仲良くなったよ。

ランドセルを
背負ったよ！

学校のことを
紹介するよ。


